















































































活を成り立たせるために行ってきた営為であ 指摘する。すなわち「低い島」の限られた条件 で、 「高 島」におけ稲作や、森林から得られるさまざまな資源を入手するため 、遠距離通耕は行われてきたと指摘する。課せられた条件の中で止むを得ず行ったという解釈ではなく、積極的に生活を充実させるために行われてきたと指摘する。　
こうした解釈を実証するために、藤井
（二〇一〇、二〇一四）





































適応であると位置付け いる。すなわち低い 限られた資源を補うために高い島から得られ さまざまな自然資源を活用していったのである。その実態を藤井
（二〇一四）
では図２のよ

























遠距離通耕を八重山諸島の人々による生態適応として捉えているが、置かれた自然条件の中で、その自然資源から得られる恵みを生かす営みが展開されていたということであろう。現在、西表島や竹富島に観光に出かけ も、遠距離通耕のような高い島と低い のつながりをイメージすることは難しい。竹富島の伝統的な家々 見た時、赤瓦屋根を拭くために必要な木材は西表島から調達されてき 歴史を考えると、目の前 広がっている竹富 の景観は人間 生態適応の結果であることを理解させるのである。　
景観は地域の人々の生態適応によって生みだされる。竹富島
の景観は、西表島へ 関係によっ みださ てい ことを考えると、八重山諸島の人々のたくましさ、したたかさ、 感じずにはいられない。参考文献浮田典良
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